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 ３月28日に厚労省は令和６年診療報酬改定（6月実施）に関する疑義解釈を出しました。今

回の改定では「生活習慣病管理料（Ⅰ）（Ⅱ）を算定した場合は、外来管理加算は算定できな

い」としていましたが、今回の疑義解釈では「生活習慣病管理料の算定日と別日の再診であれ

ば、外来管理加算が算定可能」という扱いが示されています。 

 今回の改定での「特定疾患療養管理料の改悪」及び「生活習慣病管理料の問題」について、

大阪府保険医協会では、会員の先生方から署名等のご協力をいただき、3月14日に厚労省要請

を行っていましたが、僅かとはいえ改善されたといえます。本当にありがとうございました。 

 

⇒ 詳 細 はQR

より（疑義解

釈その１） 

 

差し支えなければ以下もご記載ください（地区     ）（医療機関名            ） 

 ただし、上記のようにリフィルの対応が可能な旨の院内掲示が求められるほか、多くの点数

が包括されているなど、問題の多い改定であることに変わりはありません。現在、保険医協会

では先生方の声を受けた掲示物の検討などを行っていますが、引き続き保険医協会の運動への

ご協力やご意見をお寄せいただけますようお願いいたします。 


